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慢性疼痛は，「3 か月以上または通常の治癒期間を超えて持続する痛み」と定義され，その病態に神経

感作が関与し，心理社会的因子の影響を受ける（慢性疼痛診療ガイドライン，2021）。また，“症状”で

ある急性痛とは異なり，慢性疼痛は“疾患”として国際疾病分類第 11 回改訂版 ICD-11（WHO，2018）

に収載され，治療および予防すべき疾患病態が整理された。そのなかで，慢性二次性疼痛は「器質的な原

因があり，それが症状の発症に明確に関与していることが説明できる痛み」と定義され，侵害受容性疼痛

や神経障害性疼痛が含まれる。一方，慢性一次性疼痛は“旧来の器質的診断では説明できない病因不明の

痛みであり，侵害受容性疼痛でも神経障害性疼痛でもない痛み（痛覚変調性疼痛）”と分類された。この

ように慢性疼痛は，器質的だけでなく，認知・情動・社会面面を反映する機能的な痛み症状を含む包括的

な概念である。産業保健分野においては，いずれの慢性疼痛も対象となるが，適切な対応がなされないま

まに慢性二次性疼痛から慢性一次性疼痛へと移行し治療に難渋するケースも少なくない。 

現代の慢性疼痛治療アルゴリズムでは運動療法と患者教育が first-line に位置付けられるようになり，

各国の慢性疼痛診療ガイドラインでも運動と患者教育が強く推奨されている。目的をもち主体的に取り

組む運動は，鎮痛効果（運動誘発性鎮痛 exercise-induced hypoalgesia: EIH）とともに気分改善（ランナー

ズ・ハイ）効果をもたらす。EIH や気分改善の効果機序として，内因性のオピオイドやカンナビノイド，

セロトニン，ノルアドレナリン，ドパミンのようなニューロトランスミッターによる下行性疼痛抑制系

や脳報酬系など様々な中枢性疼痛抑制機構の関与が考えられている。よって，運動は慢性二次性疼痛だ

けでなく，痛覚変調性疼痛に起因する慢性一次性疼痛にも奏効するポテンシャルを有している。 

慢性疼痛患者に対する運動療法の Tips としては，漸増・段階的運動療法，無痛部の運動，活動ペーシ

ング，運動アドヒアランス，ライフスタイル（活動時間帯）管理，作業・就労管理などがある。ただし，

運動単独では効果量が小さく，逆に運動が侵害刺激となって痛覚過敏を引き起こす可能性があることか

ら，患者教育や認知行動療法のような行動変容アプローチを併用することでリスク回避と効果量アップ

を図る。reassurance や shared decision-making を通して効果の底上げや運動の導入・継続が期待できる。

また，慢性疼痛治療では心理社会的問題への対応が必要であり，日常生活活動や就労・就学，社会的活動

のなかで患者が必要・重要と考える活動を促進するとともに，生活や業務に適応できるように痛みの捉

え方や考え方を是正していくことが重要である。 

本講演では，慢性疼痛の病態と予防・治療戦略について概説し，運動療法・他の有効性と課題を整理し

たうえで，産業理学療法分野における理学療法の慢性疼痛予防・治療の可能性について議論を深めたい。 
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